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ヒト記憶は加齢によって低下することが知られて
いる一方，嬉しいことや悲しいことはよく記憶され
るように，ヒトの記憶は情動などの他の心理過程
によって促進される．しかしながら，ヒト記憶におけ
る加齢における抑制的影響と他の心理過程によ
る促進的影響の神経基盤については，十分に理
解が進んでいない．

記憶と加齢との関係についての神経基盤
健常若年成人と健常高齢者に対する機能的
磁気共鳴画像（fMRI）研究を行い，エピソー
ド記憶の想起において，以前に体験していな
い出来事を検出する際の神経基盤に対する
加齢の効果を検証した．その結果，下前頭回，
下頭頂小葉，海馬の賦活が，健常高齢者に
おいて健常若年成人よりも有意に低下してい
た．

記憶と他の心理過程との関係についての
神経基盤
社会的文脈での「罰」の効果によって記憶
が影響を受ける神経基盤を，健常若年成人に
対するfMRI研究から検証した．その結果，社
会的罰の処理に関連して島皮質が，記憶の
処理に関連して海馬が有意な賦活を示し，こ
れらの領域間の相関関係も社会的罰の処理
において有意であったことが示された．本研究では，ヒト記憶における加齢に伴って起こる

抑制的影響と，他の心理過程による促進的影響，
およびそれらの相互作用を担う神経基盤につい
て，健常若年成人と健常高齢者に対する非侵襲
的脳機能計測，脳損傷患者に対する神経心理学
的検討，健常高齢者に対する応用的検討の学際
的アプローチから解明することを目的とする．

代表論文：Soc Cogn Affect Neurosci, 8(5), 515-522, 
(2013)
受賞：文部科学大臣表彰若手科学者賞（2011年4月）

超高齢化社会が今後益々進んでいく我国に
とって，高齢者の認知機能の低下へどのよう
に対処するかは，社会全体での課題である．
本研究でめざした，基礎と応用研究の架橋が

さらに進めば，高齢者の健康寿命の延伸に貢
献するプログラムの開発や，より正確で負担
の少ない認知機能検査法の確立などへとつ
ながることが期待される．
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記憶の想起に関連する，下前頭回，下頭頂小葉，海
馬の賦活が，高齢者において若年者と比較して有意に
低 下して い た（Tsukiura et al., Jpn Psych Res 
2014）．

社会的文脈での罰の処理に関連する島皮質と，記憶に
関連する海馬の賦活（Tsukiura et al., Soc Cogn 
Affect Neurosci 2013）．


